
・グリーンチャレンジにおける会場外と連携した取組の
推進方策
・想定排出量、目標値の精緻化

・リデュース、リユースの目標の設定
・食品リサイクルなどについて会場外との連携の推進

・「持続可能性に配慮した調達コード」の改定
（農産物、畜産物、水産物、パーム油についての個別基準の
追加、共通基準の見直し）

・同コードに係る通報受付窓口
・来場者の理解を促進する方策

（「持続可能な大阪・関西万博開催にむけた行動計画
(第一版) 」の意見募集（３月中旬～４月中旬））

・行動計画の意見募集結果をうけた議論（７月頃予定）

その他、WGでの議論のとりまとめや以下の検討を行う。

・行動計画の進捗管理

・行動計画、〈EXPO 2025グリーンビジョン〉の改定

・生物多様性、人権などWGで扱わない分野の検討
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持続可能性有識者委員会
（３回程度開催）

持続可能な調達WG
（２回程度開催）

脱炭素WG
（３回程度開催）

資源循環WG
(3回程度開催）

（脱炭素、資源循環共通）

・会場内において行動変容を促す仕組みの具体化
・展示の在り方の検討。とりわけ会場内で民間、参加国
と連携して子ども、若者に対する訴求方法について
の検討
・テーマウィークの活用
・スタートアップ企業の活用


